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儲け話に関するトラブルに注意！
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ＳＮＳの広告で見た投資セミナーのＬＩＮＥグループに

登録した。そこで運営事業者から資金運用に成功した

事例を聞き、実際に投資するよう勧められている。信用

できるのか。

●金融商品取引法に基づく登録を受けていない無登録事業者がセミナーやＳＮＳを

通じて投資話を持ち掛け、お金を振り込ませる、といった相談のほか、暗号資産に投

資すると大儲けできると勧誘を行い、配当や預かった暗号資産の払い戻しに応じな

い、といった相談が全国の消費生活センターに寄せられています。

●中には、「借金しても利益のほうが大きいから絶対に儲かる」と言って消費者金

融等から借り入れて投資をさせて、結局は儲からずに借金だけが残ってしまう、と

いった事例もあります

●投資勧誘を受けた場合には、金融庁のウェブサイトで金融商品

取引業の登録の有無なども確認し、契約するつもりがなければ

きっぱりと断りましょう。投資資金の振込先に個人名義の口座を

指定された場合は詐欺です。絶対に振り込まないでください。

● 困ったときは、お近くの消費生活センターに相談しましょう。



お知らせ

消費者ホットライン「１８８」 御案内の流れ

郵便番号が分かる 1

郵便番号が分からない 2

○郵便番号（７桁）入力

○固定電話の場合は地域を
選択。携帯の場合は最寄りの窓口へ

お住まいの市町の

消費生活センターや相談窓口

山口県消費生活センターなど

又はを押す

２０歳代の若者に「もうけ話」に関するトラブ
ルが増えています！

• ２０１５年と２０２０年を比べると消費生活相談に占める２０歳代の割合が情報

商材や暗号資産、投資用マンションに関する相談で大幅に増加しています。「簡

単にもうかる」といった話を安易に信用しないようにしましょう！

消費者庁ホームページより


